
宝暦治水と養老町
養老町薩摩義士顕彰会

史跡大巻薩摩工事役館跡

本小屋にあった豪農、鬼頭兵

内の邸宅あと。平田総奉行はこ
の役館で自刃されました。

（昭和３年５月建立）

養老町における薩摩工事関係案内図



史跡根古地義歿者の墓

養老町には27義士のみ霊が祀られていますが、墓石のあるのは天照寺の3体のみで、この浄

土三昧に埋葬された24義士については、大正2年、当時の池辺村の方がたによって、初めて墓

碑が建立されました。

昭和46年、養老町薩摩義士顕彰会が中心になって、全町民の義金により慰霊堂を建立、発掘

された義士のご遺骨を納め、堂内には聖観世音像と義士の法名が安置されています。

天照寺過去帳には「薩州侯、伊尾川御手伝の為、大枚鬼頭氏にて死去」と記されています。

薩摩工事のお礼状

史跡天照寺義士の墓

天照寺

決壊口之碑

昭和34年の集中豪雨と伊勢湾台風

で牧田川堤防が二度も決壊し多芸

輪中は大きな被害をうけました。

（昭和49年10月建立）

平田翁辞世歌碑

総奉行平田靱負翁は、80余名の犠牲

者と40万両の大金を消費した責を一

身に負い、大巻の役館で壮烈な自刃

をとげられました。

（昭和46年11月建立）

薩摩義士のお位牌

天照寺および浄土三昧に葬る27義士

の法名を刻んだ位牌。天照寺には、

27義士について記した、過去帳も残っ

ています・

義士埋葬のかめ

昭和35年6月、県道復旧工事に際

し、道路下から発掘された薩摩義士

埋葬のかめ、このとき全部で7体発

掘、ご遺骨は慰霊堂に納めました。

千本松原

揖斐、長良の背割堤1キロメートル余

にわたって一連の松がうっそうとして枝

を交えています。この松は日向桧で、薩

摩藩士が宝暦5年5月治水工事の完

成を記念し、ここに千本の苗を植えたも

ので、県立自然公園千本松原として、

今に伝えられています。

この公園の一画に治水工事の総奉行、

従五位平田靱負大人命を祭神として

治水神社が昭和13年創祀されました。

宝暦治水と養老町

昔の濃尾平野は海であったか　木曽、長良、

揖斐の三大川が上流から土砂を運び、土地の
隆起作用とあいまってできあがりました。そ
のうち陥没した最も深い部分が西南濃であ
り、ここへ三つの川筋は集まり網状に入りま

じって大雨の日は乱流し、網の目の中に住ん
でいる人々を苦しめていました。この網の目

のなかの集落が、水からの自衛のため輪中を

つくったのですが、．その輪中地域は南北45キ
ロ、東西40キロ、1800平方キロの地域にひろが

り、輪中の数は大小百余、いまでも60余りあっ
て70万の人が住んでいます。

こうした美濃国に接した尾張では　徳川家
康の第9子義直が61万9千5百石の大藩とな

って以来、これまた自衛のために木曽川堤の
美濃側は3尺低かるべく、犬山から弥富まで
48キロのあいだ「お囲い堤」として三重堤にす

る堅牢なものにしてしまいました。これに反
し美濃側では慶長15年（1610）から宝暦治水前
の宝暦4年（1754）までの145年間に114回も大

洪水に見舞われ、農民は苦しみ再三再四、関係
官庁へ陳情請願を行ってきました。

そこで幕府は笠松郡代、高木三家　および
幕府から派遣した専門家と2ヶ月余りにわた

り詳細に普請箇所を調べ、また私領の役人を
呼びだして、それぞれ普請計画書を提出され
るなど、慎重に対策をねっているうちに、たま

たま宝暦3年（1753）8月に大洪水があり、も
はや、これ以上手をこまねいておれないと、稀

代の難工事が薩摩藩のお手伝い普請で行われ
ることになったのです。

薩摩藩士の事蹟のうち養老町関係　をみて
みますと、宝暦4年正月21日、江戸留守居役、
山沢小左衛門盛福、普請奉行、川上彦九郎親
英、徒歩士数十名をしたがえて江戸を出発、2
月5日本陣（大巻、役館）へ到着。◇同年正月
29日総奉行平田靱負、同31日、副奉行伊集院十
蔵部下数十名を率い鹿児島出発、2月16日、大
阪薩摩屋敷に到着、閏2月6日伏見出発、同9
日元小屋（役館）に到着す。◇お鍬初め2月27
日根古地新田・枠之池、同2月6日同九郎右衛
門東、同9日根古地村、11日有尾新田、大場新
田、19日高柳古新田、小坪新田、横屋村、20日
高柳新田、3月10日上之郷村、東岩道村、大跡
村同新田、飯ノ木村、白石村、明徳村、11日押
越村、五日市村、沢田村、直江村、金屋村、小
倉村、15日祖父江村、飯積村、25日有尾村。

三之手水行ご普請中より養老町関係工事
をあげてみますと、牧田川、段海川、伊尾川、
大榑川、津屋川、徳田谷先、柏尾谷川、養老谷
川、小畑川、鷲巣川関係で、直江村洲浚14間分
◇直江村より祖父江村まで同210間分◇直江
村同砂留折廻70間分◇同、洲浚60間分◇烏江
村埋立28間分◇同杭冊37間分◇祖父江村より
烏江村まで洲浚378間分◇金屋、直江、飯積村
悪水落先、江桁30間分◇江月村、杭出10間分◇
烏江村、洲浚90間分◇江月村、水分猿尾20間分
◇同、下埋7．5間分◇烏江村、洲浚、117間分
◇栗笠村洲浚121間分◇飯ノ木村、出張切広20
間分◇鷲ノ巣村、堤腹付上置695間分◇釜段新
田、出洲浚190間分◇鼠ケ森、洲浚164間分◇大
牧地内、水刎杭出15間分◇大牧村外畑下、洲浚
96間分◇小坪新田洲浚52間分◇小坪新田、圦
樋伏替16間分◇沢田村堤上置腹付切所砂留
261間分◇五日市村堤上置腹付72間分◇押越
村、同575間分◇嶋田村、同1515間分◇明徳村、
腹篭5間分◇白石村、堤欠所65間分◇小倉村、
堤上置腹付143間分◇飯ノ木村、堅篭60間分◇
同、洲浚35間分◇同、堤上置1116間分◇直江、
金屋、飯積村、堤上置腹付150．35間分◇祖父江
村、堤腹付52間分◇東岩道村堤上置腹付451間
分◇上之郷村、同634間分◇横屋村、堤切所上
置腹付174間分◇大跡新田、堤上置腹付534間
分◇大跡村同116．25間分◇有尾村外2ケ村、
堤上置腹付切所177．4間分◇大場新田、同296
間分◇根古地新田外2ケ村、同3418．5間分◇
小坪新田、同321間分◇高柳新田、同855間分◇
高柳古新田、同堤上置腹付38間分。

宝暦5年5月24日平田奉行より　国家老嶋

津主殿、同典膳へ報告、翌25日自刃52才辞世、
住みなれし里も今更名残にて立ちぞわづらふ
美濃の大牧一26日伊集院副奉行江戸へ。



薩摩藩士と宝暦治水

木曽、長良、揖斐の三大川と　網の目のよう
に水場地帯を縫うその支流は、大雨ごとに乱流
して人々を苦しめてきました。とくに江戸時代
前半期における三川下流域の新田開発は川幅
をせまくし水の流れを滞らせ、治水問題の声を
高くしました。
幕府はそれまで、美濃国内の領主や農民の相
互扶助的な国役普請という制度で治水問題を
片づけてきましたが、もはや、そんなことでは
解決できなくなり、他国の大名に治水工事を手
伝わせるお手伝い普請制度で解決するより方
法がなくなりました。薩摩藩が岐阜県内の治水
工事のお手伝いをさせられたのは宝暦3年
（1753）、文化13年（1816）、文久元年（1861）
の3回にわたり、宝暦治水以外は普請の費用を
負担するお手伝いでしたが、宝暦治水は藩士が
現場に派遣され、いろいろ苦労をされました。
ことのはじまりは　延享の丹羽若狭守のお
手伝い普請ののちも、依然として洪水はんら
ん、悪水停滞の害がおさまらないので、宝暦3
年各輪中から笠松、多良両役所や江戸表まで出
府して、公儀の費用をもって治水工事を実施す
るよう嘆願書を提出、幕府も嘆願書の続出に対
して根本的な治水工事の必要を認め、同年12月
25日、濃、勢、尾州川々治水工事のご普請お手
伝い役を薩摩藩に命じました。工事計画の内容
は

佐屋の洲浚（すざらえ）をして木曽水流の4
割を分流すること◇油島新田と松ノ木のあい
だで合流している木曽、揖斐両川を分流するこ
と◇8月出水で破損した堤、川除（かわよげ）
を修復することで、総工費9万9千3百両、材
木4千6百4本余の計画でした。
幕府の命を受けた薩摩藩では　家老平田靱
負を総奉行に、大目付伊集院十蔵を副奉行にし
て藩をあげて工事の遂行にあたることになり
ましたが、そのころの薩摩藩は、幕府から財政
ゆたかとみられていても、実は藩内や大阪など
に約70万両の借金がありましたので、平田靱負
は美濃へ向う途中、大阪に滞在、資金調達にほ

ん走、とりあえず7万両を借りることができま
した。工事が終るまでに薩摩藩が工事にまわし
たのは約40万両、77万石の大藩とはいえ1年
間の年貢米およそ45万石、1石1両とすれば1
年間の年貢米収入に近い大金でした。
派遣された薩摩藩士947人　工事は形式的に
は幕府が主体になっていましたが、実質的には
薩摩藩が全責任を負い、幕府側役人は工事の規
格や工期についてきびしく、間違いや手落ちが
発見されれば、お手伝い方の責任を問われ、し

たがって費用の増加も、すべてお手伝い方にか
けられました。また、馴れない治水工事のうえ
に、夏期出水で工事に支障をきたす、すると幕
史のきびしい督責ということで、このため悲憤
やるかたなく責任をとって割腹するもの、幕府
から村方へ出した申渡書によって、藩士の待遇
その他は悪く、疫病まで流行して、工事完成後
自刃した平田靭負をふくめ割腹者として判明
しているのは57名、その他病死者をあわせ80余
名の犠牲者をだしました。勿体ない結末です・
工区は大きくわけて四番手　とくに難工事
だったのは油島新田の地元の喰違いせきと、三
の手の大榑川洗いぜきの築造でした。油島新田
の工事は川底、水位が高い木曽川が西の揖斐川
へ水勢つよく流れこんでいたのを、堤防を築い
て両者分流しようとしたもので、しめきれば舟
が通らないので北から55間、南から200間の堤
防を築出しました。いまの千本松原がそれで
す。大榑川の工事は揖斐川へ流れこむ長良川の
ほん流を、長さ98間の洗いぜきをつくって水勢
を弱めたものです。
工事は宝暦4年（1754）2月から　翌5年3
月未までかかり、幕府の現地検分が終ったのは
その年の5月22日でした。1年余で、これだけ
の工事を施した藩士の熱意にも頭がさがりま
す。

平田靱負翁銅像（大巻）


